
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「仮想通貨」のトラブル 

巻き込まれないために 

紙幣や硬貨のような現物をもたず、電子データのみで

やりとりされる通貨である。インターネット上での取引

に用いられる。 

 

 

仮想通貨とは、 

趣味の関連で知り合った人から勧め

られて 1 年前に仮想通貨への投資の

説明会に出向いた。 

「仮想通貨を購入すると価値が上が

る」と言われ、約９０万円振り込ん

だ。「1 年経ったら会社が買い取る」

と言っていたが、業者との連絡がとれ

ない。 

 

 

～ アドバイスとして ～ 

 

●知人から説明会やセミナーなどに誘われ、売却利益を目的に仮想通貨を 

 購入したところ、儲かるどころか支払ったお金も戻ってこないという相

談が寄せられています。 

 

●仮想通貨は、価格が急激に低下するなどのリスクがあり、将来必ず値上

がりするものではありません。仕組みや取引に伴うリスクなどがよく分

からなければ、決して契約しないでください。 

 

●不安を感じたときは、最寄りの警察やお住まいの地域の消費者生活相談

窓口または、 

「消費者ホットライン」☎１８８（いやや） 

※全国共通番号にご相談を。 

 

 

 

仮想通貨への投資、儲かると勧められたが… 



 

  

●ペットがガスコンロや IH 調理器に寄りかかったり、上にのぼるなどして 

  スイッチを入れてしまうことがあります。 

  万が一、そのような事態になっても火災につながらないよう、ペットを家に

残して出かける際には、“ガスコンロは元栓を閉めておく”、“電気製品は電

源プラグを抜く”などの対処をこころがけましょう。 

 

 ●ガスコンロや IH 調理器などの周囲に可燃物を放置しない。 

 

 ●ペット以外にも、冷蔵庫やエアコン室外機などにネズミやゴキブリが入り 

込んで、体や糞尿でショートを引き起こすことがあります。 

 

 ●ごみや段ボールなどを給湯器やエアコン室外機の周囲に置かないようにし

たり、こまめに掃除するなど、ネズミやゴキブリなどが集まらないように 

  注意しましょう。 

  

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

困った時はすぐに消費生活相談窓口へ、ご相談ください。 

塩竈市消費生活相談窓口 
 塩竈市旭町 1－1北分庁舎 1F 

022－355－6918 

ペットが原因で火災事故にならないために  

ペットなどによる 

火災事故にご用心！！ 

火事の事例について 

留守中にガスコンロ付近から出火し、周辺が焼

けてしまった。室内で放し飼いにしていた猫が、

点火ボタンに触れバーナーに点火し、コンロの上

に置いていたプラスッチク製ボウルに火がついた

ようだ。 

消費者ホットライン☎１８８（いやや）※全国共通番号 


